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十

一 

 

天
正
六
年
戊
寅 

  
 

御
茶
の
湯
の
事 

  

正
月
朔
日
、
五
畿
内
、
泉
州
、
越
州
、
尾
・
濃
・
江
・
勢
州
、
隣
国
の
面
々
等
、
在
安
土
に

て
各
御
出
仕
、
御
礼
こ
れ
あ
り
。 

 

先
づ
、
朝
の
御
茶
、
十
二
人
に
下
さ
る
。
御
座
敷
、
右
勝
手
六
畳
布
、
四
尺
縁
。 

 

御
人
数
の
事
、
中
将
信
忠
卿
、
二
位
法
印
、
林
佐
渡
守
、
滝
川
左
近
、
永
岡
兵
部
大
輔
、
惟

任
日
向
守
、
荒
木
摂
津
守
、
長
谷
川
与
次
、
羽
柴
筑
前
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
、
市
橋
九
郎
右
衛

門
、
長
谷
川
宗
仁
、
以
上
。 

 

御
飾
り
の
次
第
。
御
床
に
岸
の
御
絵
。
東
に
松
島
、
西
に
三
日
月
。
四
方
盆
、
万
歳
大
海
。

水
さL

、
か
へ
り
花
。
周
光
茶
碗
。
囲
爐
裏
に
御
釜
う
ば
口
、
く
さ
り
に
て
。
花
入
筒
な
り
。
御

茶
道
、
宮
内
卿
法
印
。
以
上
。 

 

御
茶
過
ぎ
侯
て
、
各
御
出
仕
あ
り
。
三
献
に
て
、
御
盃
御
拝
領
。
御
酌
、
矢
部
善
七
郎
、
大

津
伝
十
郎
、
大
塚
又
一
、
青
山
虎
。
其
の
後
、
御
殿
御
座
所
ま
で
皆
見
せ
さ
せ
ら
れ
、
三
国
の

名
所
を
、
狩
野
永
徳
に
仰
せ
つ
げ
ら
れ
、
濃
絵
に
移
さ
れ
、
色
々
、
御
名
物
は
せ
集
ま
り
、
心

も
詞
も
及
ぱ
れ
ず
。
御
威
光
、
中
中
勝
げ
て
計
ふ
べ
か
ら
ず
。
各
此
の
御
座
敷
へ
召
し
上
げ
ら

れ
、
悉
く
へ
御
糟
煮
、
致
に
唐
物
の
御
菓
子
色
々
下
さ
れ
、
生
前
の
思
ひ
出
、
末
代
の
物
語
、



忝
き
次
第
、
申
す
に
足
ら
ず
。
去
年
の
冬
、
三
位
中
将
信
忠
卿
へ
進
ぜ
ら
れ
侯
御
名
物
の
御
道

具
、 

 

正
月
四
日
に
、
万
見
仙
千
代
所
に
て
、
御
ひ
ら
き
の
御
会
な
さ
る
。
此
時
の
人
数
九
人
。 

 

二
位
法
印
、
宮
内
卿
法
印
、
林
佐
渡
守
、
滝
川
左
近
、
長
谷
川
与
次
、
市
橋
九
郎
右
衛
門
、

惟
住
五
郎
左
衛
門
、
羽
柴
筑
前
守
、
長
谷
川
宗
仁
、
以
上
。 

 

今
度
、
市
橋
九
郎
右
衛
門
に
芙
蓉
の
御
絵
、
信
長
公
よ
り
下
さ
れ
、
外
聞
面
目
の
至
り
な
り
。 

  
 

御
節
会
の
事 

  

さ
る
程
に
、
御
節
会
癈
れ
て
、
久
し
く
こ
れ
な
し
。
当
時
、
都
の
者
、
此
の
式
会
を
存
ぜ
ず
。

然
ら
ば
、
信
長
公
の
御
代
に
な
り
て
、
上
を
敬
し
奉
り
、
月
卿
雲
客
、
公
卿
、
殿
上
人
、
役
者

達
へ
御
知
行
参
ら
れ
、
諸
卿
達
・
内
裡
に
集
ま
り
て
、
二
枝
の
根
引
の
松
を
以
て
、
正
月
朔
日

辰
時
に
神
歌
を
謡
ひ
、
色
色
儀
式
あ
り
て
、
天
下
の
祭
事
あ
り
。
洛
中
辺
土
の
貴
賎
男
女
、
か
ゝ

る
目
出
た
き
御
代
に
生
合
、
久
し
く
絶
え
な
り
し
祭
事
執
行
し
給
ひ
、
有
り
が
た
き
御
事
な
り
。

正
月
十
日
、
御
鷹
の
鶴
、 

 

禁
中
へ
叡
覧
に
備
へ
ら
る
上
の
と
こ
ろ
に
、
則
ち
、 

 

皇
家
に
懸
げ
お
か
れ
、
叡
感
あ
り
て
、
御
悦
び
斜
な
ら
ず
。
近
衛
殿
へ
も
御
鷹
の
鶴
進
ぜ
ら

る
。
御
使
針
阿
弥
。 

翌
日
、
御
礼
と
し
て
、
安
土
に
至
り
て
、
近
衛
殿
御
成
り
、
町
家
に
御
座
候
体
、
聞
こ
し
め
し



及
ば
れ
、
宮
内
卿
法
印
所
を
御
宿
に
仰
せ
つ
け
ら
る
。
御
服
、
か
み
下
、
色
々
御
取
り
揃
へ
な

さ
れ
、
御
礼
に
参
ら
る
ゝ
と
御
申
し
あ
り
て
、
次
の
日
払
暁
御
帰
洛
。 

 

正
月
十
三
日
、
尾
州
清
州
に
て
御
鷹
つ
か
は
さ
る
べ
き
為
め
、
柏
原
ま
で
御
成
り
。
十
四
日

岐
阜
へ
御
下
り
、
翌
日
御
逗
留
。
十
六
日
、
尾
州
清
須
へ
御
下
着
。
十
八
日
、
三
州
吉
良
へ
御

成
り
、
雁
・
鶴
余
多
御
取
り
飼
ひ
な
さ
る
。
廿
二
日
、
尾
州
へ
御
帰
り
。 

 

廿
三
日
、
岐
阜
ま
で
御
上
り
、
次
の
日
、
御
滞
留
。 

 

十
五
日
、
安
土
に
至
り
て
御
帰
城
。 

  
 

回
祿
せ
し
御
弓
衆
御
折
檻
の
事 

  

正
月
廿
九
日
、
御
弓
の
者
、
福
田
与
一
、
宿
よ
り
火
事
出
来
。
是
れ
偏
に
妻
子
を
引
き
越
し

侯
は
ぬ
故
、
回
禄
侯
由
、
御
諚
な
さ
れ
、
則
ち
、
菅
谷
九
右
衛
門
を
御
奉
行
と
し
て
、
御
着
到

を
つ
け
さ
せ
ら
れ
、
御
改
め
侯
の
と
こ
ろ
、
御
弓
衆
六
十
人
、
御
馬
廻
六
十
人
、
百
廿
人
の
妻

子
越
し
侯
は
ぬ
者
、
一
度
に
御
折
檻
。
御
弓
衆
の
内
よ
り
火
を
出
だ
し
申
す
に
付
い
て
、
先
づ
、

曲
事
の
旨
、
上
意
に
て
、
岐
阜
中
将
信
忠
公
へ
仰
せ
遣
は
さ
れ
、
妓
阜
よ
り
御
奉
行
出
だ
さ
れ
、

尾
州
に
妻
子
置
き
申
し
侯
御
弓
衆
の
私
宅
、
悉
く
御
放
火
な
さ
れ
、
竹
木
ま
で
伐
さ
せ
ら
る
。

こ
れ
に
依
つ
て
、
取
る
物
も
取
り
敢
へ
ず
、
百
廿
人
の
女
房
ど
も
安
土
へ
越
し
申
し
侯
。
今
度

の
過
怠
と
し
て
、
御
構
へ
の
南
江
の
内
に
新
道
を
築
か
せ
ら
れ
、
何
れ
も
御
赦
免
侯
な
り
。 

 



 
 

磯
野
丹
波
・
磯
貝
新
左
衛
門
の
事 

  

戊
寅
二
月
三
日
、
磯
野
丹
波
守
、
上
意
を
違
背
申
し
、
御
折
檻
な
さ
れ
、
逐
電
仕
り
、
則
ち
、

高
島
一
向
に
津
田
七
兵
衛
信
澄
、
仰
せ
つ
け
ら
れ
侯
な
り
。
戊
寅
二
月
九
日
、
吉
野
の
奥
山
中

に
磯
貝
新
右
衛
門
隠
居
仕
り
侯
を
、
同
地
の
者
、
頸
を
切
り
、
安
土
へ
進
上
致
し
侯
。
御
褒
美

と
し
て
黄
金
下
さ
る
。
一
度
御
憎
を
蒙
り
侯
の
者
、
御
存
分
に
属
さ
ず
と
云
ふ
事
な
し
。 

 

戊
寅
二
月
廿
三
日
、
羽
柴
筑
前
守
秀
吉
、
播
州
へ
相
働
く
。
別
所
与
力
、
嘉
古
川
の
、
賀
須

屋
内
膳
の
城
を
借
り
、
羽
柴
筑
前
人
数
入
れ
置
き
、
秀
吉
は
書
写
山
に
取
り
上
り
、
要
害
を
構

へ
、
居
陣
な
り
。
然
る
間
、
別
所
小
三
郎
存
分
を
申
し
立
て
、
三
木
城
へ
楯
籠
る
な
り
。 

  
 

相
撲
の
事 

  

戊
寅
三
月
廿
九
日
、
江
州
国
中
の
相
撲
取
三
百
人
召
し
寄
せ
ら
れ
、
安
土
御
山
に
て
相
撲
を

と
ら
せ
て
、
御
覧
侯
。
此
の
中
、
廿
三
人
撰
相
撲
こ
れ
あ
り
。
此
の
者
ど
も
に
は
御
扇
を
下
さ

れ
、
中
に
も
、
日
野
長
光
に
は
、
別
し
て
御
念
を
入
れ
ら
れ
、
平
骨
に
濃
た
る
御
扇
、
御
前
へ

召
し
寄
せ
ら
れ
、
拝
領
。
外
聞
面
目
の
至
り
な
り
。
行
事
、
木
瀬
蔵
春
庵
、
木
瀬
太
郎
大
夫
な

り
。
此
の
両
人
、
御
服
下
さ
れ
、
頂
戴
す
。 

 

廿
三
人
撰
相
撲
人
数
。
東
馬
二
郎
、
た
い
と
ふ
、
日
野
長
光
、
正
権
、
妙
仁
、
円
浄
寺
、
地

蔵
坊
、
力
円
、
草
山
、
平
蔵
、
宗
永
、
木
村
い
こ
助
、
周
永
、
あ
ら
鹿
、
づ
こ
う
、
青
地
孫
二



郎
、
山
田
与
兵
衛
、
村
田
吉
五
、
太
田
平
左
衛
門
、
大
塚
新
八
、
麻
生
三
五
、
下
川
弥
九
郎
、

助
五
郎
、
以
上
廿
三
人
。 

 

戊
寅
三
月
六
日
、
御
鷹
山
狩
と
し
て
、
奥
の
島
山
へ
御
上
り
な
さ
れ
、
長
命
寺
若
林
坊
に
御

泊
り
。
三
日
の
御
鷹
野
、
物
か
ず
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
八
日
に
安
土
に
御
帰
陣
。 

 

戊
寅
三
月
廿
三
日
、
御
上
洛
。
二
条
御
新
造
へ
御
座
を
移
さ
る
。 

  
 

高
倉
山
西
国
陣
の
事 

  

戊
寅
四
月
四
日
、
大
坂
表
へ
御
人
数
出
だ
さ
る
。
三
位
中
将
信
忠
御
大
将
軍
に
て
、
尾
・
濃
・

勢
州
、
北
畠
信
雄
卿
、
織
田
上
野
守
、
神
戸
三
七(

信
孝)

、
津
田
七
兵
衛(

信
澄)

、
滝
川
左
近
、

惟
任
日
向
守
、
蜂
屋
兵
庫
頭
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
、
江
州
・
若
州
・
五
畿
内
衆
、
罷
り
立
ち
、

四
月
五
日
・
六
日
両
日
、
大
坂
へ
取
り
詰
め
、
悉
く
麦
苗
薙
ぎ
拾
て
、
御
帰
陣
な
り
。 

 

戊
寅
四
月
七
日
、
越
中
の
神
保
殿
、
二
条
御
新
造
へ
召
し
寄
せ
ら
れ
、
此
の
比
、
御
対
面
御

座
な
き
子
細
、
二
位
法
印
・
佐
々
権
左
衛
門
を
以
て
仰
せ
出
で
ら
れ
、
黄
金
百
枚
、
致
び
に
志
々

良
百
端
参
ぜ
ら
れ
、
輝
虎
、
相
果
て
ら
る
ゝ
に
つ
き
て
、
飛
騨
国
司
へ
仰
せ
出
で
ら
れ
、
佐
々

権
左
衛
門
を
相
添
へ
、
越
中
へ
入
国
侯
な
り
。 

 

戊
寅
四
月
十
日
、
滝
川
・
惟
任
・
惟
住
両
三
人
、
丹
波
へ
差
し
遣
は
さ
れ
、
御
敵
城
、
荒
木

山
城
居
城
取
り
巻
き
、
水
の
手
を
止
め
、
攻
め
ら
れ
、
迷
惑
致
、
降
参
申
し
退
散
。
さ
て
、
惟

任
日
向
守
人
数
、
入
れ
置
く
。 



 

戊
寅
四
月
廿
六
日
、
京
都
に
至
つ
て
御
帰
陣
。 

 

四
月
中
句
、
芸
州
よ
り
毛
利
、
吉
川
、
小
早
川
、
字
喜
田
を
初
め
と
し
て
、
中
国
の
人
数
を

催
し
、
罷
り
出
で
、
備
前
・
播
磨
・
美
作
三
ケ
国
の
境
目
に
こ
れ
あ
る
上
月
の
城
、
山
中
鹿
介

居
城
を
取
巻
き
、
大
亀
山
に
、
中
国
衆
取
り
上
げ
、
着
陣
の
由
、
注
進
侯
。
則
ち
、
羽
柴
筑
前

守
・
荒
木
摂
津
守
両
人
罷
り
立
ち
、
高
倉
山
に
近
近
と
対
陣
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
高
山
を
下

下
つ
て
、
谷
を
隔
て
、
熊
見
川
を
隔
て
侯
の
間
、
上
月
城
身
続
ぐ
べ
き
行
こ
れ
な
し
。 

 

戊
寅
四
月
廿
二
日
、
信
長
公
、
京
都
よ
り
安
土
へ
御
下
り
。
四
月
廿
七
日 

又
、
御
出
京
。 

 

五
月
朔
日
、
播
州
に
御
動
座
な
さ
れ
、
東
国
・
西
国
の
人
数
、
膚
を
合
せ
、
討
ち
勝
げ
て
、

関
戸
を
限
り
て
仰
せ
つ
げ
ら
る
べ
き
の
旨
、
仰
せ
出
だ
さ
る
ゝ
と
こ
ろ
に
、
佐
久
間
・
滝
川
・

蜂
屋
・
惟
任
申
す
様
、
播
州
の
儀
は
、
瞼
難
を
抱
へ
、
節
所
を
隔
て
、
要
害
を
丈
夫
に
構
へ
、

居
陣
の
由
、
承
り
候
聞
、
何
れ
も
罷
り
立
ち
、
彼
の
様
子
見
計
ら
ひ
候
て
、
申
し
上
ぐ
べ
く
候

間
、
御
延
慮
を
加
へ
ら
れ
尤
も
の
由
、
各
達
て
御
異
見
な
り
。 

 

寅
四
月
廿
九
日
、
滝
川
・
惟
任
・
惟
住
、
出
陣
。 

 

戊
寅
五
月
朔
日
、
三
位
中
将
信
忠
、
北
畠
信
雄
卿
、
織
田
上
野
守
、
神
戸
三
七(

信
孝)

、
永

岡
兵
部
大
輔
、
佐
久
間
、
尾
州
・
濃
州
・
勢
州
三
ケ
国
の
御
人
数
に
て
御
出
馬
。
其
の
日
、
郡

山
に
御
泊
。
翌
日
、
兵
庫
、
六
日
に
は
播
州
の
内
、
明
石
の
並
び
大
窪
と
云
ふ
在
所
に
御
陣
を

居
え
ら
れ
侯
。
先
陣
御
敵
城
、
神
吉
・
志
か
た
・
高
砂
へ
さ
し
向
か
ひ
て
、
嘉
古
川
近
辺
に
野

陣
を
懸
げ
ら
る
。 

 



 
 

洪
水
の
事 

  

五
月
十
三
日
、
信
長
公
御
動
座
な
さ
る
べ
き
侯
旨
、
仰
せ
出
だ
さ
れ
侯
と
こ
ろ
、
十
一
日
巳

の
刻
よ
り
雨
つ
よ
く
降
り
、
十
三
日
午
の
刻
ま
で
夜
日
五
日
、
雨
あ
ら
く
ふ
り
続
き
、
洪
水
生

便
敷
出
で
侯
て
、
賀
茂
川
・
白
川
・
桂
川
一
面
に
推
し
渡
し
、
都
の
小
路
小
路
、
十
二
日
・
十

三
日
両
日
は
一
ツ
に
流
れ
、
上
京
舟
橋
の
町
推
し
流
し
、
水
に
溺
れ
、
人
余
多
損
じ
、
死
に
侯

な
り
。
村
井
長
門
、
新
し
く
懸
け
ら
れ
侯
四
条
の
橋
流
れ
、
ケ
様
に
洪
水
に
て
侯
へ
ど
も
、
今

ま
で
、
信
長
公
御
出
陣
と
侯
へ
ば
、
御
日
取
の
日
限
相
違
へ
御
座
な
き
に
依
つ
て
、
御
舟
に
て

も
御
動
座
な
さ
る
べ
き
の
儀
を
存
知
、
淀
・
鳥
目
・
宇
治
・
真
木
島
・
山
崎
の
者
ど
も
数
百
艘
、

五
条
油
の
小
路
ま
で
、
櫓
械
を
立
て
参
る
。
此
等
の
趣
・
言
上
の
と
こ
ろ
・
御
祝
着
斜
め
な
ら

ず
侯
な
り
。 

 

五
月
廿
四
日
、
竹
中
半
兵
衛
申
し
上
げ
侯
の
子
細
は
、
備
前
の
内
、
八
幡
山
の
城
主
、
御
身

方
仕
り
侯
由
、
申
し
越
し
侯
。
御
満
足
な
さ
れ
、
羽
柴
筑
前
秀
吉
か
た
へ
、
黄
金
百
枚
、
致
に
、

竹
中
半
兵
衛
に
銀
子
百
両
下
さ
れ
、
忝
き
次
第
に
て
、
罷
り
帰
り
侯
な
り
。 

 

寅
五
月
十
七
日
、
信
長
、
安
土
大
水
の
様
子
御
覧
な
さ
る
べ
き
た
め
、
御
下
り
。
松
本
よ
り

矢
橋
へ
御
舟
に
め
さ
れ
、
御
小
姓
衆
計
り
に
て
、
御
渡
海
。 

 

寅
六
月
十
日
、
信
長
御
上
洛
。
又
、
矢
橋
よ
り
御
舟
に
て
松
本
へ
御
上
り
。 

 

寅
六
月
十
四
日
、
砥
園
会
。
信
長
御
見
物
。
御
馬
廻
・
御
小
姓
衆
、
何
れ
も
弓
・
鑓
・
長
刀
、

持
ち
道
具
無
用
の
由
、
御
諚
に
て
、
持
た
れ
侯
は
ず
。
祭
を
御
見
物
の
後
、
御
伴
衆
御
帰
シ
な



さ
れ
、
御
小
姓
衆
十
人
計
に
て
、
直
ち
に
御
鷹
野
へ
御
出
で
。
雨
少
し
降
る
。
其
の
日
、
近
衛

殿
へ
御
知
行
、
合
せ
て
千
五
百
石
、
山
城
の
内
、
普
賢
寺
に
て
進
め
ら
れ
侯
。 

  
 

播
磨
神
吉
城
攻
め
の
事 

  

寅
六
月
十
ハ
日
、
羽
柴
筑
前
守
、
播
州
よ
り
罷
り
上
り
、
一
一
御
諚
を
得
ら
る
ゝ
の
と
こ
ろ
、

謀
略
相
調
は
ず
、
張
陣
侯
て
も
曲
な
く
侯
間
、
先
づ
、
此
の
陣
引
き
払
ひ
、
神
吉
、
志
か
た
へ

押
し
寄
せ
、
攻
め
破
る
。
其
の
上
、
三
木
別
所
が
構
へ
取
り
詰
め
然
る
べ
き
旨
、
仰
せ
出
だ
さ

れ
、
神
吉
城
責
め
、
御
検
使
、
大
津
伝
十
郎
、
水
野
九
蔵
、
大
塚
又
一
郎
、
長
谷
川
竹
、
矢
部

善
七
郎
、
菅
谷
九
右
衛
門
、
万
見
仙
千
代
、
祝
弥
三
郎
、
御
番
替
に
仰
せ
つ
げ
ら
れ
、 

 

六
月
廿
一
日
、
信
長
、
京
都
よ
り
安
土
に
至
つ
て
御
下
り
。 

 

六
月
廿
六
日 

滝
川
・
惟
任
・
惟
住
人
数
、
三
日
月
山
へ
請
け
手
に
引
き
上
げ
、
羽
柴
筑
前
・

荒
木
摂
津
守
、
高
倉
山
の
人
数
引
き
払
ひ
、
書
写
ま
で
諸
勢
打
ち
納
れ
、
次
の
日
は
神
吉
の
城

取
り
詰
む
。
北
よ
り
東
の
山
に
、
三
位
中
将
信
忠
卿
、
神
戸
三
七
信
孝
、
林
佐
渡
守
、
永
岡
、

佐
久
間
、
前
後
左
右
、
段
段
に
取
り
続
き
、
陣
を
懸
け
さ
せ
ら
れ
、
志
か
た
の
域
、
北
畠
信
雄

卿
御
陣
取
り
な
り
。
惟
住
五
郎
左
衛
門
、
若
州
衆
請
け
手
と
し
て
、
西
の
山
に
陣
を
張
る
。
此

の
外
の
御
人
数
、
滝
川
、
稲
葉
、
蜂
屋
、
筒
井
順
慶
、
武
藤
惣
右
衛
門
、
惟
任
、
伊
賀
、
氏
家
、

荒
木
、
是
れ
等
は
、
神
吉
の
城
あ
ら
あ
ら
と
敢
り
寄
せ
、
外
構
へ
即
時
に
攻
め
破
、
生
城
に
な

し
、
本
城
の
堀
へ
飛
び
入
り
飛
び
入
り
、
塀
を
つ
き
崩
し
、
数
刻
攻
め
ら
る
。
神
戸
三
七
、
足



軽
と
先
を
争
ひ
、
御
手
を
砕
か
れ
、
手
負
ひ
死
人
数
輩
こ
れ
あ
り
。
一
且
に
成
り
が
た
き
の
間
、

其
の
日
は
、
虎
口
を
甘
、
又
、
翌
日
、
竹
た
ば
を
以
て
仕
寄
り
、
本
城
の
塀
際
ま
で
詰
め
よ
せ
、

填
草
を
よ
せ
、
築
山
を
つ
き
、
攻
め
ら
れ
侯
。
羽
柴
筑
前
は
、
但
馬
国
へ
相
働
き
、
国
衆
前
々

如
く
召
し
出
だ
し
、
竹
田
の
城
の
木
下
小
一
郎
入
れ
お
か
れ
侯
ヘ
キ
。
是
れ
よ
り
書
写
へ
、
羽

柴
筑
前
人
数
打
ち
納
れ
ら
る
。
さ
て
、
神
吉
の
城
の
攻
め
ぐ
ち
、
南
の
方
手
薄
に
御
座
侯
に
依

つ
て
、
織
田
上
野
守
御
陣
を
よ
せ
ら
れ
、
叉
、
御
敵
相
働
か
ざ
る
の
間
、
請
手
に
人
数
入
ら
ざ

る
に
つ
き
て
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
、
若
州
衆
、
神
吉
、
東
の
口
を
受
け
取
り
、
先
一
番
に
城
楼

高
高
と
ニ
ツ
組
み
上
げ
、
大
鉄
炮
を
以
て
打
ち
入
り
、
堀
を
填
め
さ
せ
、
築
山
を
築
き
上
げ
、

攻
め
ら
れ
、
滝
川
左
近
、
南
よ
り
東
へ
付
き
て
攻
め
口
な
り
。
か
ね
ぼ
り
を
入
れ
、
城
楼
を
上

げ
、
大
鉄
炮
以
て
、
塀
・
矢
蔵
打
ち
く
づ
し
、
矢
蔵
へ
火
を
つ
け
焼
き
落
と
し
、
此
の
外
、
諸

手
、
手
前
手
前
に
城
楼
・
築
山
を
つ
き
、
日
夜
責
め
ら
る
。
種
々
御
侘
言
申
し
侯
と
雖
も
、
御

検
使
を
出
だ
さ
れ
、
堅
く
仰
せ
つ
け
ら
れ
侯
間
、
御
許
容
こ
れ
な
し
。 

 

寅
六
月
廿
九
日
、
信
長
公
よ
り
仰
せ
出
だ
さ
れ
、
兵
庫
と
明
石
の
間
、
明
石
よ
り
高
砂
の
間
、

道
の
程
遠
く
候
間
、
舟
手
の
海
賊
等
警
固
と
し
て
、
津
田
七
兵
衛
、
山
城
衆
相
加
へ
、
万
見
仙

千
代
遣
は
さ
れ
、
然
る
べ
き
地
を
見
計
り
お
き
申
す
ぺ
き
の
趣
、
御
諚
に
て
、
能
き
山
を
足
懸

か
り
に
拵
へ
お
く
。
仙
千
代
は
罷
り
帰
り
、
様
子
言
上
侯
ひ
し
な
り
。
此
の
外
、
路
次
つ
ま
り

つ
ま
り
に
、
三
位
中
将
信
忠
卿
よ
り
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
林
佐
渡
、
市
橋
九
郎
左
衛
門
、
浅
井
新

八
、
和
田
八
郎
、
中
島
藤
太
、
塚
本
小
大
膳
、
簗
田
左
衛
門
太
郎
、
番
替
に
御
警
固
侯
ひ
し
な

り
。
さ
る
程
、
洛
中
四
条
道
場
、
戊
寅
七
月
八
日
巳
刻
、
寮
舎
よ
り
、
火
を
出
だ
し
、
回
禄
の



時
節
到
来
な
り
。 

 

寅
七
月
十
五
日
夜
に
入
り
、
神
吉
の
城
へ
滝
川
左
近
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
、
両
手
よ
り
東
の

丸
へ
乗
り
入
れ
、
十
六
日
に
中
の
丸
へ
責
め
込
み
、
神
吉
民
部
少
輔
討
ち
と
り
、
天
主
に
火
を

懸
け
、
込
み
入
り
込
み
出
だ
し
、
戦
ふ
事
、
火
花
を
散
ら
し
、
其
間
に
天
主
は
焼
け
落
ち
、
過

半
、
焼
死
候
な
り
。
西
の
丸
は
荒
木
摂
津
守
攻
め
口
な
り
。
是
れ
に
は
、
神
吉
藤
大
夫
楯
籠
る
。

佐
久
間
右
衛
門
尉
・
荒
木
摂
津
守
両
人
、
御
佗
言
の
馳
走
を
以
て
、
御
赦
免
な
さ
れ
、
並
に
、

志
方
の
城
へ
罷
り
退
く
。
神
吉
、
落
去
の
城
、
羽
柴
筑
前
に
相
渡
し
、
又
、
志
か
た
の
城
へ
惣

人
数
取
り
懸
け
ら
れ
、
是
れ
又
、
抱
へ
が
た
く
見
及
び
、
降
参
申
し
、
並
び
に
人
質
当
城
相
渡

し
、
右
両
城
、
羽
柴
筑
前
、
請
取
り
、
又
こ
れ
こ
よ
り
、
別
所
小
三
郎
楯
籠
り
候
三
木
の
城
へ
、

惣
御
人
数
取
り
懸
け
、
塞
塞
に
、
近
近
と
付
城
の
御
要
害
仰
せ
付
げ
ら
れ
、
御
在
陣
候
ひ
し
な

り
。 

  
 

九
鬼
大
船
の
事 

  

勢
州
の
九
鬼
右
馬
允
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
大
船
六
艘
作
り
立
て
、
並
び
に
、
滝
川
左
近
、
大

船
一
艘
、
是
れ
は
白
舟
に
拵
へ
、
順
風
を
見
計
ら
ひ
、
寅
六
月
廿
六
日
、
熊
野
浦
へ
押
し
出
だ

し
、
大
坂
表
へ
乗
り
廻
し
侯
の
と
こ
ろ
、
谷
の
輪
海
上
に
て
、
此
の
大
船
相
支
ふ
べ
き
行
と
し

て
、
雑
賀
、
谷
輸
、
浦
浦
の
小
船
数
知
ら
ず
乗
り
懸
け
、
矢
を
討
ち
懸
け
、
鉄
炮
を
放
ち
懸
け
、

四
方
よ
り
攻
め
侯
な
り
。
九
鬼
右
馬
允
、
七
艘
の
大
船
に
小
船
を
相
添
へ
、
山
の
如
く
飾
り
立



て
、
敵
舟
を
間
近
く
寄
せ
付
け
、
愛
し
侯
ふ
様
に
持
な
し
、
大
鉄
炮
一
度
に
放
ち
懸
け
、
敵
舟

余
多
打
ち
崩
し
侯
の
間
、
其
の
後
は
、
中
中
寄
り
付
く
行
及
ば
ず
、
難
な
く
、
寅
七
月
十
七
日
、

堺
の
津
へ
着
岸
侯
ひ
し
な
り
。
見
物
、
耳
目
を
驚
か
し
侯
ひ
し
な
り
。
翌
日
、
大
阪
表
へ
乗
り

出
だ
し
、
塞
塞
に
舟
を
懸
け
置
き
、
海
上
の
通
路
を
止
め
、
堅
固
に
仕
り
侯
な
り
。 

  
 

小
相
撲
の
事 

  

さ
る
程
に
、
三
位
中
将
信
忠
、
岐
阜
に
て
庭
子
の
御
鷹
四
足
御
飼
ひ
立
て
な
さ
れ
侯
。
近
来

の
御
名
誉
、
こ
れ
に
過
ぐ
べ
か
ら
ず
。
御
鷹
師
山
田
・
広
葉
両
人
安
土
へ
、 

 

寅
七
月
廿
三
日
、
持
参
侯
と
こ
ろ
、
右
の
内
、
一
足
召
し
上
げ
ら
れ
、
残
り
は
中
将
信
忠
へ

御
帰
し
な
さ
る
。 

両
人
御
鷹
師
辛
労
仕
り
た
る
の
由
、
上
意
に
て
、
銀
子
五
枚
宛
に
、
御
服
相
副
へ
、
下
さ
る
。

色
々
忝
き
儀
ど
も
に
て
、
罷
り
帰
り
侯
な
り
。 

 

寅
八
月
五
日
、
奥
州
津
軽
の
南
部
宮
内
少
輔
、
卿
鷹
五
足
進
上
。 

 

寅
八
月
十
日
に
、
万
見
仙
千
代
の
所
へ
南
部
め
し
寄
せ
ら
れ
、
御
振
舞
仰
せ
付
け
ら
る
。
此

の
時
、
御
礼
申
さ
れ
侯
な
り
。 

 

寅
八
月
十
五
日
、
江
州
国
中
、
京
都
の
相
撲
取
り
を
初
め
と
し
て
、
千
五
百
人
、
安
土
へ
召

し
寄
せ
ら
る
。
御
山
に
て
辰
の
刻
よ
り
酉
の
刻
ま
で
、
と
ら
せ
て
、
御
覧
侯
。
各
我
が
手
の
者

ど
も
を
召
し
列
れ
参
り
、
則
ち
、
御
奉
行
、 



 

御
人
数
の
事
。
津
田
七
兵
衛
信
澄
、
堀
久
太
郎
、
万
見
仙
千
代
、
村
井
作
右
衛
門
、
木
村
源

五
、
青
地
与
右
衛
門
、
後
藤
喜
三
郎
、
布
施
藤
九
郎
、
蒲
生
忠
三
郎
、
永
田
刑
部
少
輔
、
阿
閉

孫
五
郎
。 

行
事
は
、
木
瀬
蔵
春
庵
・
木
瀬
太
郎
大
夫
、
両
人
な
り
。 

 
 

小
相
撲 

 

五
番
打
ち
人
数
の
事
。 

 

五
番
打(

京
極
内)

江
南
源
五
、
五
番
打(
木
村
源
五
内)

深
尾
久
兵
衛
、
五
番
打(

布
施
藤
九
郎

小
者)

勘
六
、 

五
番
打(

久
太
郎
内)

地
蔵
坊
、
五
番
打(

後
藤
内)

麻
生
三
五
、
五
番
打(

蒲
生
中
間)

薮
下
、
以

上
。 

 
 

大
相
撲
三
番
打
ち
人
数
の
事
。 

 

三
番
打
（
木
村
源
五
内
）
木
村
伊
小
介
、
三
番
打
（
瓦
園
内
）
綾
井
二
兵
衛
尉
、
三
番
打
（
布

施
藤
九
郎
内
）
山
田
与
兵
衛
、
三
番
打
（
後
藤
内
）
麻
生
三
五
、
三
番
打 

長
光
、
三
番
打 

青

地
孫
次
、
三
番
打 

づ
か
う
、
三
番
打 

東
馬
二
郎
、
三
番
打 

た
い
と
う
、
三
番
打
円
城
寺

源
七
、
三
番
打
大
塚
新
八
、
三
番
打 

ひ
し
屋
、
以
上
。 

 

大
方
、
相
撲
終
り
、
既
に
薄
暮
に
お
よ
ぶ
。
永
田
刑
部
少
輔
、
阿
閉
孫
五
郎
、
強
力
の
由
、

連
々
聞
こ
し
め
し
及
ぱ
れ
侯
て
、
両
人
の
働
き
御
覧
じ
た
く
お
ぼ
し
め
さ
れ
、
右
、
御
奉
行
衆

の
相
撲
、
御
所
望
な
り
。
初
め
に
は
堀
久
太
郎
、
蒲
生
忠
三
郎
、
万
見
仙
千
代
、
布
施
藤
九
郎
、

後
藤
喜
三
郎
、
と
ら
れ
侯
て
、
後
に
刑
部
少
輔
、
阿
閉
、
暫
し
、
手
相
に
て
、
く
ま
れ
侯
。
勿

論
、
阿
閉
が
器
量
骨
柄
勝
れ
侯
て
、
力
の
つ
よ
き
事
、
隠
れ
な
く
侯
へ
ど
も
、
仕
合
せ
侯
歟
、



惣
別
強
く
侯
歟
、
刑
部
少
輔
勝
ち
相
撲
に
侯
。
其
の
日
は
珍
物
調
へ
、
終
日
取
り
替
取
り
替
御

相
撲
取
り
に
下
さ
る
。
度
々
能
き
相
撲
仕
り
侯
に
付
き
て
、
召
し
出
だ
さ
る
ゝ
人
数
の
事
。 

 

東
馬
二
郎
、
た
い
と
う
、
づ
か
う
、
妙
仁
、
ひ
し
屋
、
助
五
郎
、
水
原
孫
太
郎
、
大
塚
新
八
、

あ
ら
鹿
、
山
田
与
兵
衛
、
円
城
寺
源
七
、
村
田
吉
五
、
麻
生
三
五
、
青
地
孫
治
、
以
上
十
四
人
。 

 

右
、
御
相
撲
取
り
召
し
出
だ
さ
れ
、
何
れ
も
、
の
し
付
き
の
太
刀
・
脇
差
・
御
服
か
み
下
、

御
領
中
百
石
宛
私
宅
等
ま
で
仰
せ
付
け
ら
れ
、
都
鄙
の
面
目
、
忝
き
次
第
な
り
。 

 

寅
八
月
十
七
日
、
中
将
信
忠
、
播
磨
よ
り
御
馬
を
納
め
ら
る
。 

 

寅
九
月
九
日
、
安
土
御
山
に
て
相
撲
を
と
ら
せ
侯
て
、
中
将
信
忠
・
北
畠
信
雄
卿
へ
御
見
物
。 

 

九
月
十
五
日
、
大
坂
表
へ
御
取
り
出
で
、
御
番
衆
の
御
目
付
と
し
て
、
御
小
姓
衆
、
御
馬
廻
、

御
弓
衆
、
廿
日
番
に
城
城
へ
相
加
へ
ら
る
。 

 

九
月
廿
三
日
、
信
長
公
御
上
洛
。
勢
田
、
山
岡
美
作
守
の
所
に
御
泊
り
。
次
の
日
、
二
条
御

新
造
御
参
着
。 

 

九
月
廿
四
日
、
斎
藤
新
五
、
越
中
へ
出
陣
を
仰
せ
付
け
ら
る
。
国
中
、
大
田
保
の
内
、
つ
け

の
城
、
御
敵
、
椎
名
小
四
郎
・
河
田
豊
前
人
数
入
れ
置
き
侯
。
尾
・
濃
両
国
の
御
人
数
打
ち
向

ふ
の
由
、
承
る
に
及
び
、
聞
き
落
ち
に
退
散
い
た
し
、
則
ち
、
つ
け
の
城
へ
神
保
越
中
、
人
数

入
れ
置
き
、
斎
藤
新
五
、
三
里
程
打
ち
出
だ
し
、
陣
取
り
侯
て
、
在
々
所
々
へ
相
働
く
。 

  
 

大
船
堺
津
に
て
御
見
物
の
事 

 



 

九
月
廿
七
日
、
九
鬼
右
馬
允
大
船
御
覧
た
さ
る
べ
き
た
め
、
京
都
よ
り
八
幡
ま
で
御
下
り
、

翌
目
、
廿
八
日
、
若
江
に
御
泊
り
。
廿
九
日
、
早
朝
よ
り
天
王
寺
へ
御
成
り
、
佐
久
間
右
衛
門

が
所
に
暫
時
御
休
息
な
さ
れ
、
住
吉
の
社
家
に
至
り
て
御
座
を
移
さ
る
。
其
の
時
、
天
王
寺
よ

り
住
吉
の
間
、
御
鷹
つ
か
は
さ
れ
候
へ
き
。 

 

晦
日
に
は
、
払
暁
よ
り
堺
の
津
へ
御
成
り
。
近
衛
殿
、
細
川
殿
、
一
色
殿
、
是
れ
も
御
同
心
。

然
し
て
、
九
鬼
右
馬
允
、
大
船
を
飾
り
立
て
、
の
ぼ
り
、
さ
し
物
、
幕
打
ち
廻
し
、
湊
く
浦
く

の
武
者
舟
是
れ
又
、
兵
具
を
以
て
、
我
が
手
我
が
手
を
か
ざ
り
、
又
、
堺
南
北
と
し
て
、
御
座

舟
の
事
も
、
生
便
敷
唐
物
、
其
の
員
を
集
め
て
、
か
ざ
り
、
進
上
物
を
、
我
劣
ら
ず
と
持
参
、

際
限
な
し
。
堺
南
北
の
僧
俗
男
女
、
此
の
時
、
信
長
公
を
拝
み
奉
ら
ん
と
、
結
構
に
出
立
ぢ
侯

て
、
に
ほ
ひ
、
焼
物
ふ
ん
ふ
ん
と
し
て
、
衣
香
当
に
撥
つ
て
、
四
方
に
薫
じ
、
群
集
侯
ひ
し
な

り
。
九
鬼
大
船
へ
、
只
一
人
め
さ
れ
、
御
覧
こ
れ
あ
り
。
そ
れ
よ
り
、
今
井
宗
久
が
所
へ
御
成

り
、
過
分
忝
き
次
第
、
後
代
の
面
目
な
り
。
御
茶
参
り
、
御
帰
り
に
、
宗
易
、
宗
及
、
道
叱
、

三
人
の
私
宅
へ
、
忝
く
も
御
立
寄
り
な
さ
れ
、
住
吉
の
社
家
に
至
つ
て
、
御
帰
宅
。
九
鬼
右
馬

允
召
し
寄
せ
ら
れ
、
黄
金
二
十
枚
、
致
に
御
服
十
、
菱
喰
折
二
行
拝
領
。
其
の
上
、
千
人
づ
ゝ

上
御
扶
持
仰
せ
付
け
ら
れ
、
並
び
に
、
滝
川
左
近
、
大
船
白
舟
、
上
乗
仕
り
侯
。
犬
飼
助
三
・

渡
辺
佐
内
・
伊
藤
孫
大
夫
三
人
に
黄
金
六
枚
、
御
服
相
添
へ
下
さ
れ
、
忝
く
頂
戴
。 

 

寅
十
月
朔
日
、
住
吉
よ
り
御
帰
洛
。
安
見
新
七
郎
所
に
暫
ら
く
御
休
息
な
さ
れ
、
二
条
御
新

造
に
至
つ
て
御
帰
。
翌
日
、
住
阿
弥
御
留
守
あ
し
く
仕
り
侯
に
付
き
て
、
御
成
敗
。
並
び
に
、

久
々
召
し
使
は
れ
侯
さ
い
と
申
す
女
、
是
れ
又
、
同
罪
に
仰
せ
付
け
ら
る
。 



  
 

越
中
御
陣
の
事 

  

寅
十
月
四
日
、
斎
藤
新
五
、
越
中
国
中
、
大
田
保
の
内
、
本
郷
に
陣
取
る
。
御
敵
、
河
田
豊

前
守
、
椎
名
小
四
郎
、
今
和
泉
に
楯
籠
り
侯
、
彼
の
城
下
ま
で
放
火
侯
て
、
未
明
よ
り
罷
り
退

か
る
ゝ
の
と
こ
ろ
に
、
人
数
を
付
け
侯
、
斎
藤
新
五
、
節
所
へ
引
き
か
け
、
月
岡
野
と
云
ふ
所

に
て
人
数
立
ち
合
ひ
、
既
に
一
戦
に
及
び
、
追
ひ
崩
し
、
頸
か
ず
三
百
六
十
討
ち
と
り
、
此
の

競
を
休
め
ず
、
懸
け
ま
わ
り
、
所
々
人
質
執
り
固
め
、
神
吉
越
中
所
へ
相
渡
し
、
帰
陣
侯
な
り
。 

 

寅
十
月
五
日
、
五
畿
内
・
江
州
の
相
撲
取
り
召
し
寄
せ
ら
れ
、
二
条
御
新
造
御
坪
の
内
に
て
、

相
撲
を
と
ら
せ
、
摂
家
・
清
花
等
へ
御
見
物
な
り
。 

 

十
月
六
日
、
信
長
公
坂
本
よ
り
御
舟
に
め
さ
れ
、
安
土
へ
御
下
り
。 

 

十
月
十
四
日
、
長
光
寺
山
、
御
鷹
つ
か
は
さ
れ
、
岐
阜
に
て
御
生
立
な
さ
れ
侯
。
庭
子
の
御

鷹
御
取
り
飼
ひ
侯
て
、
御
機
嫌
斜
な
ら
ず
。 

  
 

荒
木
摂
津
守
逆
心
を
企
て
並
び
に
伴
天
連
の
事 

  

十
月
廿
一
日 

荒
木
摂
津
守
、
逆
心
企
つ
る
の
由
、
方
々
よ
り
言
上
候
。
不
実
に
お
ぼ
し
め

さ
れ
、
何
篇
の
不
足
侯
や
、
存
分
を
申
し
上
げ
候
は
ゞ
、
仰
せ
付
け
ら
る
べ
き
趣
に
て
、
宮
内

卿
法
印
、
惟
任
日
向
守
、
万
見
仙
千
代
を
以
て
仰
せ
遣
は
さ
る
る
の
と
こ
ろ
に
、
少
し
も
野
心



御
座
な
き
の
通
り
、
申
し
上
げ
侯
。
御
祝
着
さ
れ
、
御
人
質
と
し
て
、
御
袋
様
差
し
上
げ
ら
れ
、

別
儀
な
く
侯
は
ゞ
、
出
仕
侯
へ
と
、
御
諚
侯
と
雖
も
、
謀
叛
を
か
ま
へ
侯
の
間
、
不
参
侯
。
惣

別
、
荒
木
は
、
一
僕
の
身
に
侯
と
雖
も
、
一
年
、
公
方
様
御
敵
の
砌
、
忠
節
申
し
候
に
付
い
て
、

摂
津
国
一
職
に
仰
せ
付
け
ら
る
ゝ
の
と
こ
ろ
、
身
の
程
も
顧
み
ず
、
朝
恩
を
誇
り
、
別
心
を
構

へ
侯
。
此
の
上
は
、
是
非
に
及
ば
ざ
る
由
に
て
、
安
土
御
山
に
、
神
戸
三
七
、
稲
葉
伊
予
、
不

破
河
内
、
丸
毛
兵
庫
を
か
せ
ら
れ
、
十
一
月
三
日
、
御
馬
を
出
だ
さ
れ
、
二
条
御
新
造
御
成
り
。

爰
に
て
も
、
惟
任
目
向
守
、
羽
柴
筑
前
、
宮
内
卿
法
印
を
以
て
、
色
色
御
扱
ひ
を
懸
け
ら
れ
侯

へ
ど
も
、
御
請
け
申
さ
ず
侯
。 

 

さ
る
程
に
、
大
坂
表
所
々
付
城
目
付
と
し
て
、
御
小
姓
衆
、
御
馬
廻
、
歴
々
差
し
越
さ
れ
侯

と
こ
ろ
、
大
坂
へ
の
宮
笥
に
必
定
生
害
い
た
す
べ
き
の
趣
、
取
々
に
風
聞
聞
こ
し
め
し
及
ば
れ
、

不
便
に
お
ぼ
し
め
し
侯
と
雖
も
、
御
了
簡
な
き
次
第
な
り
。
如
何
に
存
知
候
や
、
各
御
番
手
の

面
面
送
り
越
し
侯
。
御
祝
着
な
さ
れ
、
何
れ
も
召
し
出
だ
さ
れ
、
今
度
色
々
雑
説
こ
れ
あ
り
と

雖
も
、
弱
り
な
く
侯
事
、
且
つ
は
家
の
面
目
、
且
つ
は
其
の
身
の
神
妙
た
る
の
旨
、
御
感
な
さ

れ
、
各
御
服
拝
領
、
忝
き
題
目
な
り
。 

 

十
一
月
六
日
、
西
国
の
舟
六
百
余
艘
、
木
津
表
へ
乗
り
出
だ
し
侯
。
九
鬼
右
馬
允
、
乗
り
向

ひ
侯
へ
ば
、
取
り
籠
め
、
十
一
月
六
日
辰
刻
、
南
へ
向
つ
て
、
午
刻
ま
で
、
海
上
に
て
舟
軍
あ

り
。
初
め
は
、
九
鬼
支
へ
合
ひ
侯
事
、
成
り
が
た
く
見
え
侯
。
六
艘
の
大
船
に
大
鉄
炮
余
多
こ

れ
あ
り
。
敵
船
を
間
近
く
寄
せ
付
け
、
大
将
軍
の
舟
と
覚
し
き
を
、
大
鉄
炮
を
以
て
打
ち
崩
し

侯
へ
ぱ
、
是
れ
に
恐
れ
て
、
中
中
寄
り
付
か
ず
、
数
百
艘
を
木
津
浦
へ
追
上
、
見
物
の
者
ど
も
、



九
鬼
右
馬
允
手
柄
な
り
と
、
感
ぜ
ぬ
は
な
か
り
げ
り
。 

 

十
一
月
九
日
、
信
長
公
、
摂
州
表
へ
御
馬
を
出
だ
さ
れ
、
其
の
日
、
山
崎
に
、
御
陣
取
り
。

次
の
日
、
滝
川
左
近
・
惟
任
日
向
守
・
惟
住
五
郎
左
衛
門
・
蜂
屋
兵
庫
頭
・
氏
家
左
京
亮
・
伊

賀
伊
賀
守
・
稲
葉
伊
予
、
芥
川
、
糠
塚
、
太
田
村
、
猟
師
川
辺
に
陣
取
り
、
御
敵
城
茨
木
の
城

へ
差
し
向
か
ひ
、
大
田
の
郷
、
北
の
山
に
御
取
出
の
御
普
請
申
し
付
け
ら
れ
候
。
中
将
信
忠
、

北
畠
信
雄
卿
、
織
田
上
野
守
、
神
戸
三
七
信
孝
、
越
前
衆
、
不
破
彦
三
、
前
田
又
左
衛
門
、
佐
々

内
蔵
佐
、
原
彦
次
郎
、
金
森
五
郎
八
、
日
根
野
備
中
、
日
根
野
弥
治
右
兵
門
罷
り
立
ち
、
摂
津

国
天
神
の
馬
場
に
御
陣
を
懸
け
ら
れ
、
高
槻
へ
差
し
向
か
ひ
、
天
神
山
御
取
出
の
御
普
請
申
し

付
け
ら
る
。
信
長
公
は
、
あ
ま
と
申
す
所
、
山
手
に
四
方
を
見
下
し
、
御
陣
を
居
え
さ
せ
ら
れ
、

あ
ま
に
も
つ
な
ぎ
の
要
害
仰
せ
付
け
ら
る
。
然
し
て
、
高
槻
の
城
主
高
山
右
近
、
だ
い
う
す
門

徒
に
侯
。
信
長
公
御
案
を
廻
ら
さ
れ
、
伴
天
連
を
召
し
寄
せ
ら
る
。
此
の
時
、
高
山
御
忠
節
仕

り
候
様
に
、
才
覚
い
た
す
べ
し
。
さ
侯
は
ぽ
、
伴
天
連
門
家
何
方
に
建
立
侯
へ
ど
も
、
苦
し
か

ら
ず
。
若
し
御
請
け
申
さ
ず
侯
は
ば
、
宗
門
を
御
断
絶
な
さ
る
ぺ
き
の
趣
、
仰
せ
出
だ
さ
れ
、

則
ち
、
伴
天
連
御
請
け
申
す
。
佐
久
間
右
衛
門
、
羽
柴
筑
前
、
宮
内
卿
法
印
、
大
津
伝
十
郎
、

同
道
申
し
、
高
槻
へ
罷
り
越
し
、
色
々
教
訓
仕
り
候
。
勿
論
、
高
山
人
質
出
だ
し
置
く
と
雖
も
、

小
鳥
を
殺
、
大
鳥
助
、
仏
法
繁
昌
す
べ
き
の
旨
、
相
存
知
、
此
の
上
は
、
高
槻
の
城
進
上
申
し
、

高
山
は
伴
天
連
沙
弥
の
由
、
御
請
け
申
し
候
。
御
祝
着
斜
な
ら
ず
。
茨
木
へ
差
し
向
か
ひ
侯
付

城
、
太
田
郷
御
取
出
御
普
請
出
来
申
す
に
付
い
て
、
越
前
衆
、
不
破
、
前
田
、
佐
々
、
原
、
金

森
、
日
根
野
、
入
れ
置
く
。 



 

十
一
月
十
四
日
、
右
の
御
普
請
衆
、
滝
川
・
惟
任
・
惟
住
・
蜂
屋
・
武
藤
・
氏
家
・
伊
賀
・

稲
葉
・
羽
柴
・
永
岡
、
先
陣
伊
丹
へ
相
働
き
、
足
軽
を
出
だ
し
侯
。
武
藤
宗
右
衛
門
、
手
の
者

ど
も
懸
け
入
り
、
馬
上
に
て
組
み
討
ち
し
て
、
頸
四
つ
討
ち
と
り
、
あ
ま
へ
持
参
い
た
し
候
て
、

御
目
に
懸
く
る
。
近
辺
放
火
候
て
、
伊
丹
を
押
へ
、
刀
根
山
近
近
と
陣
取
る
。 

 
 

御
取
出
所
々
有
る
所
の
事
。 

 

一
、
貝
野
の
郷
、
道
よ
り
南
山
手
に
要
害
侯
て
、
蜂
屋
、
惟
住
、
蒲
生
、
若
州
衆
、
居
陣
侯

ひ
し
な
り
。 

 

一
、
を
の
ぱ
ら
、
中
将
信
忠
、
北
畠
信
雄
、
神
戸
三
七
、
御
陣
取
り
候
な
り
。 

 

十
一
月
十
五
日
、
信
長
公
、
あ
ま
よ
り
郡
山
へ
御
参
陣
な
り
。 

 

十
一
月
十
六
日
、
高
山
右
近
、
郡
山
へ
祗
侯
い
た
し
、
御
礼
申
し
上
げ
侯
と
こ
ろ
、
御
祝
着

な
さ
れ
、
御
膚
に
め
さ
せ
ら
れ
侯
御
小
袖
を
袒
せ
ら
れ
て
、
下
さ
れ
、
並
び
に
、
埴
原
新
右
衛

門
進
上
の
御
秘
蔵
の
御
馬
、
是
れ
又
、
拝
領
、
忝
き
次
第
な
り
。
今
度
の
御
褒
美
と
し
て
、
播

州
の
内
、
芥
川
郡
仰
せ
付
け
ら
れ
、
弥
御
忠
節
は
げ
ま
さ
れ
然
る
べ
き
の
旨
、
御
使
衆
に
申
さ

れ
吃
ん
ぬ
。 

 

十
一
月
十
八
日
、
信
長
公
、
惣
持
寺
へ
御
出
で
、
津
田
七
兵
衛
信
澄
人
数
を
以
て
、
茨
木
の

小
口
押
へ
、
惣
持
寺
寺
中
御
要
害
、
越
前
衆
、
不
破
河
内
、
前
田
又
左
衛
門
、
佐
々
内
蔵
佐
、

金
森
五
郎
八
、
日
根
野
備
中
、
日
根
野
弥
治
右
衛
門
、
原
彦
次
郎
等
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
太
田

郷
御
取
出
引
き
払
ひ
、
近
々
と
取
り
詰
め
さ
せ
、 

 

寅
十
一
月
廿
三
日
、
惣
持
寺
へ
重
ね
て
御
成
り
、
次
の
日
。
廿
四
日
に
刀
根
山
御
取
出
御
見



舞
と
し
て
、
御
年
寄
衆
召
し
列
れ
ら
る
。
其
の
日
廿
四
日
亥
の
刻
、
雪
降
り
、
夜
も
す
が
ら
、

以
外
に
時
雨
侯
ひ
き
。
御
敵
城
茨
木
、
石
田
伊
予
・
渡
辺
勘
大
夫
・
中
川
瀬
兵
衛
両
三
人
楯
籠

る
。 

 

寅
十
一
月
廿
四
日
、
夜
半
ぱ
か
り
に
御
人
数
引
き
請
け
、
石
田
・
渡
辺
勘
大
夫
両
人
、
加
勢

の
者
を
追
ひ
出
だ
し
、
中
川
瀬
兵
衛
御
身
方
仕
り
候
。
調
略
の
御
使
、
古
田
左
介
、
福
富
平
左

衛
門
、
下
石
彦
右
衛
門
、
野
々
村
三
十
郎
四
人
の
才
覚
な
り
。
右
四
人
、
茨
木
城
警
固
と
し
て
、

取
り
置
く
。
摂
州
表
過
半
御
存
分
に
属
し
、
上
下
満
足
こ
れ
に
過
ぐ
べ
か
ら
ず
。 

 

寅
十
一
月
廿
六
日
、
黄
金
三
十
枚
、
中
川
瀬
兵
衛
下
さ
れ
、
小
使
仕
り
侯
家
臣
の
者
三
人
に
、

黄
金
六
枚
、
御
服
相
添
へ
、
下
さ
る
。 

 

高
山
右
近
、
是
れ
叉
、
金
子
二
十
枚
、
家
老
の
者
二
人
に
金
子
四
枚
、
御
服
相
添
へ
、
拝
領
。 

 

寅
十
一
月
廿
七
日
、
郡
山
よ
り
古
池
田
に
至
り
て
御
陣
を
移
さ
る
。
其
の
日
の
朝
、
風
吹
き

侯
て
、
寒
気
大
方
な
ら
ず
、
晩
に
及
び
、
中
川
瀬
兵
衛
、
御
礼
に
古
池
田
に
祗
侯
侯
な
り
。 

 

一
、
信
長
よ
り
、
御
太
刀
拵
へ
の
御
腰
物
、
並
び
に
、
御
馬
の
皆
具
と
も
に
拝
領
。 

 

一
、
三
位
中
将
信
忠
よ
り
御
腰
物
（
長
光
）、
並
び
に
、
御
馬
下
さ
る
。 

 

一
、
北
畠
信
雄
よ
り
御
秘
蔵
の
御
馬
下
さ
る
。 

 

一
、
神
戸
三
七
信
孝
、
御
馬
。
一
、
津
田
七
兵
衛
信
澄
、
御
腰
物
。
以
上 

 

中
川
瀬
兵
衛
、
拝
領
忝
き
次
第
に
て
、
罷
り
帰
り
侯
な
り
。 

 

霜
月
廿
八
日
ま
で
、
小
屋
野
ま
で
、
信
長
公
近
陣
に
寄
さ
せ
ら
れ
、
四
方
よ
り
近
々
と
取
り

詰
め
、
塞
り
塞
り
に
陣
取
り
仰
せ
付
け
ら
る
。 



  
 

安
部
二
右
衛
門
御
忠
節
の
事 

  

さ
る
程
に
、
在
々
所
々
百
姓
等
悉
く
甲
山
へ
小
屋
上
り
仕
り
侯
。
御
断
り
を
も
申
し
上
げ
ず
、

曲
事
に
お
ぼ
し
め
さ
れ
侯
か
。
堀
久
太
郎
・
万
見
仙
千
代
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
諸
手
の
乱
妨
人

打
ち
付
け
、
山
山
を
さ
が
し
、
或
ひ
は
切
り
捨
て
、
或
ひ
は
兵
粮
、
其
の
外
思
思
取
り
来
た
る

事
、
際
限
な
し
。
滝
川
左
近
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
両
人
差
し
遣
は
さ
れ
、
西
宮
、
い
ば
ら
、
住

吉
、
あ
し
屋
の
里
、
雀
ケ
松
原
、
三
陰
の
宿
、
滝
山
、
生
田
森
、
陣
を
取
り
、
御
敵
荒
木
志
摩

守
、
鼻
熊
に
楯
籠
り
候
、
人
数
を
以
て
押
へ
置
き
、
山
手
を
通
り
、
兵
庫
へ
打
ち
入
り
、
僧
俗

男
女
の
嫌
ひ
な
く
、
投
伐
に
切
り
殺
し
、
堂
塔
・
伽
藍
・
仏
像
・
経
巻
、
一
宇
を
残
さ
ず
、
一

時
に
雲
上
の
烟
と
な
し
、
須
磨
・
一
谷
ま
で
相
働
き
、
放
火
侯
ヘ
キ
。 

爰
に
、
大
矢
田
と
申
し
侯
て
、
尼
崎
の
並
び
に
こ
れ
あ
り
、
大
坂
よ
り
、
尼
崎
へ
も
、
伊
丹
へ

も
、
通
路
肝
要
の
所
に
侯
。
彼
の
城
主
は
安
部
二
右
衛
門
と
云
ふ
者
な
り
、
芝
山
源
内
と
両
人

申
し
談
じ
、
御
身
方
の
御
忠
節
仕
る
べ
き
の
旨
、
申
し
上
げ
、
古
屋
野
御
陣
取
り
へ
、 

 

十
二
月
朔
日
の
夜
、
蜂
須
賀
彦
右
衛
門
才
覚
に
て
、
両
人
御
礼
に
参
り
侯
と
こ
ろ
、
御
満
足

斜
な
ら
ず
、
黄
金
弐
百
枚
下
さ
る
。
忝
き
次
第
に
て
、
罷
り
帰
り
侯
ヘ
キ
。
爾
る
と
こ
ろ
、
二

右
衛
門
親
・
伯
父
二
人
、
此
の
由
承
り
侯
て
、
大
坂
門
跡
並
び
に
荒
木
に
対
し
、
不
儀
然
る
べ

か
ら
ず
。
親
・
伯
父
は
一
途
同
心
あ
る
ま
じ
き
の
由
侯
て
、
二
右
衛
門
城
の
天
主
へ
、
両
人
取

り
上
げ
、
居
城
侯
。
此
の
分
に
て
は
な
り
が
た
く
と
存
知
、
親
・
伯
父
両
人
申
さ
る
ゝ
と
こ
ろ
、



尤
も
と
、
宥
し
申
し
、
御
忠
節
な
く
、
信
長
公
よ
り
黄
金
下
さ
れ
侯
は
ん
事
、
謂
は
れ
ず
侯
間
、

金
子
返
進
の
由
に
て
、
上
げ
申
し
、
二
度
御
敵
の
色
を
立
て
侯
は
ん
と
申
し
、
芝
山
源
内
を
使

と
し
て
、
下
さ
る
ゝ
の
黄
金
、
古
屋
野
へ
返
上
す
。
信
長
は
、
是
非
に
及
ぱ
ざ
る
旨
、
御
諚
侯

ヘ
キ
。
其
の
上
、
二
右
衛
門
、
蜂
屋
・
阿
閉
両
人
陣
取
り
の
所
、
あ
し
が
る
を
出
だ
し
、
鉄
炮

打
ち
入
れ
、
御
敵
仕
り
侯
由
、
申
し
侯
。
か
く
の
ご
と
き
仕
合
せ
に
て
侯
間
、
親
・
伯
父
満
足

仕
り
侯
と
こ
ろ
、
思
ふ
程
た
ば
か
り
す
ま
し
、
伯
父
を
使
と
し
て
、
右
の
様
子
に
て
、
相
替
は

る
儀
こ
れ
な
き
旨
、
尼
崎
に
こ
れ
あ
る
荒
木
新
五
郎
、
並
び
に
、
大
坂
へ
申
し
遣
は
し
侯
。
親

も
悦
び
、
天
主
よ
り
下
申
し
侯
を
、
親
を
ぱ
押
し
籠
め
、
腰
刀
を
取
り
、
則
ち
、
人
質
と
し
て
、

京
都
ヘ
上
、
十
二
月
三
日
の
夜
、
古
屋
野
御
陣
所
へ
、
二
右
衛
門
、
又
、
祗
候
申
し
、
右
、
難

儀
の
仕
合
せ
、
一
一
言
上
侯
と
こ
ろ
、
最
前
の
忠
節
よ
り
も
、
一
入
神
妙
の
働
き
、
御
感
に
お

惇
し
め
さ
る
の
由
侯
て
、
忝
く
も
、
さ
ゝ
せ
ら
れ
侯
御
秘
蔵
の
左
文
字
の
御
脇
指
下
さ
れ
、
並

び
に
、
御
馬
、
皆
具
共
に
拝
領
。
御
太
刀
代
と
し
て
、
黄
金
二
百
枚
、
其
の
上
、
摂
州
の
内
、

川
な
べ
郡
一
色
進
退
に
仰
せ
付
け
ら
る
。
芝
山
源
内
、
是
れ
又
、
御
馬
拝
領
候
ひ
し
な
り
。 

  
 

丹
波
国
波
多
野
館
取
り
巻
く
の
事 

  

十
二
月
四
日
、
滝
川
左
近
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
、
兵
庫
一
谷
焼
き
払
ひ
、
人
数
打
ち
返
し
、

伊
丹
を
押
へ
、
塚
口
の
郷
に
在
陣
な
り
。 

 

寅
十
二
月
八
日
、
申
の
刻
よ
り
、
諸
卒
伊
丹
へ
取
り
寄
せ
、
堀
久
太
郎
・
万
見
仙
千
代
・
菅



谷
九
右
衛
門
両
三
人
御
奉
行
と
し
て
、
鉄
炮
衆
を
召
し
列
れ
、
町
口
へ
押
し
詰
め
、
鉄
炮
を
う

た
せ
、
其
の
次
、
御
弓
衆
、
平
井
久
右
衛
門
、
中
野
又
兵
衛
、
芝
山
次
大
夫
、
三
手
に
分
ち
て
、

火
矢
を
射
入
れ
、
町
を
放
火
仕
る
べ
き
の
旨
、
仰
せ
出
だ
さ
る
。
酉
の
刻
よ
り
亥
の
刻
ま
で
、

近
近
と
取
り
寄
せ
、
攻
め
ら
れ
、
壁
際
に
て
相
支
へ
、
万
見
仙
千
代
討
死
侯
。 

 

十
二
月
十
一
日
、
所
々
に
付
城
仰
せ
出
だ
さ
れ
、
信
長
公
、
古
池
田
に
至
つ
て
御
陣
を
移
さ

る
。 

御
取
出
御
在
番
衆 

一
、
堀
口
郷 

惟
住
五
郎
左
衛
門
、
蜂
屋
兵
庫
、
蒲
生
忠
三
郎
、
高
山
右
近
、
神
戸
三
七
信
孝
。 

一
、
毛
馬
村 

織
田
上
野
守
、
滝
川
左
近
、
北
畠
信
雄
卿
、
武
藤
惣
右
衛
門
。 

一
、
倉
橋
郷 

池
田
勝
三
郎
、
勝
九
郎
、
幸
新
。 

一
、
原
田
郷 

中
川
瀬
兵
衛
、
古
田
左
介
。 

一
、
刀
根
山 

稲
葉
伊
予
、
氏
家
左
京
助
、
伊
賀
平
左
衛
門
、
芥
川
。 

一
、
郡
山 

津
田
七
兵
衛
信
澄
。 

一
、
古
池
田 

塩
川
伯
耆
守
。 

一
、
賀
茂 

三
位
中
将
信
忠
御
人
数 

一
、
高
槻
の
城 

御
番
手
御
人
数
、
大
津
伝
十
郎
、
牧
村
長
兵
衛
、
生
駒
市
左
衛
門
、
生
駒
三

吉
、
湯
浅
甚
介
、
猪
子
次
左
衛
門
、
村
井
作
左
衛
門
、
武
田
左
吉
。 

一
、
茨
木
城 

御
番
手
衆
、
福
富
平
左
衛
門
、
下
石
彦
左
衛
門
、
野
々
村
三
十
郎
。 

一
、
中
島 

中
川
瀬
兵
衛
。 



一
、
ひ
と
つ
屋 

高
山
右
近
。 

一
、
大
矢
田 
安
部
二
右
衛
門
。 

 

か
く
の
如
く
、
所
々
に
御
番
手
の
御
人
数
仰
せ
付
け
ら
る
。
羽
柴
筑
前
守
に
相
加
へ
、
佐
久

間
、
惟
任
、
筒
井
順
慶
、
播
州
へ
差
し
遣
は
し
、
有
馬
郡
の
御
敵
さ
ん
だ
の
城
へ
差
し
向
か
ひ
、

道
場
河
原
・
三
本
松
、
ニ
ケ
所
足
懸
か
り
拵
へ
、
羽
柴
筑
前
守
秀
吉
、
人
数
入
れ
置
き
、
是
よ

り
摂
州
へ
相
働
き
、
別
所
居
城
、
三
木
へ
の
取
出
城
城
へ
兵
線
・
鉄
炮
・
玉
薬
・
普
請
等
申
し

付
け
、
帰
陣
候
な
り
。 

 

惟
任
日
向
は
、
直
ち
に
丹
波
へ
相
働
き
、
波
多
野
が
館
取
り
巻
き
、
四
方
三
里
が
ま
は
り
を
、

惟
任
、
一
身
の
手
勢
を
以
て
取
り
巻
き
、
堀
を
ほ
り
、
塀
・
柵
、
幾
重
も
付
け
さ
せ
、
透
間
も

な
く
、
塀
際
に
諸
卒
、
町
屋
作
り
に
小
屋
を
懸
け
さ
せ
、
其
の
上
、
廻
番
を
丈
夫
に
警
固
を
申

し
付
け
、
誠
に
獣
の
通
ひ
も
な
く
、
在
陣
侯
な
り
。 

 

十
二
月
廿
一
日
、
信
長
公
、
古
池
田
よ
り
京
都
に
至
り
て
御
馬
を
納
め
ら
れ
、
其
の
日
、
雪

少
し
宛
降
り
侯
ヘ
キ
。 

 

十
二
月
廿
五
日
、
安
土
へ
御
帰
陣
侯
な
り 


